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四日市市こども子育て交流プラザ
YouTube “ここプちゃんねる”
【おうちであそぼう＃５】リズムあそび・カップス♪

●ご意見・ご感想は …

福井県児童館連絡協議会

福井県児童館連絡協議会事務局（福井県児童科学館内）
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● 令和3年度 第１回スキルアップ研修会 実施報告
● 第17回全国児童館  児童クラブみやぎ大会
● 児童館フェスタ2022  開催案内
  ● 遊びのプログラム　● 遊び工作
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令和3年度 福井県児童館（センター）長研修会 実施報告
●日時：令和３年７月１日（木）１３：００～１４：４０
●会場：福井県生活学習館（ユー・アイ ふくい）
●演題：児童館（センター）長としての役割り
　　　　　　　～新型コロナ感染症対応と児童館活動～
●講師：野澤 秀之 氏（公益財団法人 児童育成協会 次長）

児童館の歴史や健全育成の本質、館長としての役割について理解
を深めました。新型コロナ感染症対応についても、全国の児童館で
の様 な々実施例が紹介され、実り多い研修となりました。

児童館の新型コロナウイルス感染症対策

児童館の機能を止めないための取組

① 来館者対応 ・ 感染防止のための取組や、新たな利用ルールを掲示して来館者に周知。
・ 連絡先・体調等の確認。手洗い、手指消毒、マスクの着用。

※新型コロナウイルス感染拡大防止対策として、
　講師と研修会場をオンラインでつなぎ実施

② 環境整備 ・ 接触感染と飛沫感染の観点から予防。
・ 諸室の最大利用人数を定める。密閉された部屋は極力使用しない。対面で座らない。
・ 消毒、換気、アクリル板や透明ビニールカーテンによる仮設パーティション設置。

③ 活動上の対策 ・ 「密集しない」「触れ合わない」「一定の距離を取る」「道具の共有をしない」
 「大きな声を出さない」「激しすぎない」を無理なく守れるように工夫。
・ 子どもとともに、既存のプログラムをコロナ対応バージョンにアレンジ。
・ 大規模なイベントや、飲食を伴う活動等は、特に慎重に判断。

① 利用者への
　 電話や手紙等
② 地域への
　 アウトリーチ等

・ 地域を巡回し、休校中の子どもたちの居場所や過ごし方を把握。
・ 工作キットを作成し、配布。

・ 閉館期間中に電話連絡して、子どもの様子や保護者の困っていることなどを聞いた。
・ 工作キットや遊びのドリルに手紙を添えて、利用児童の自宅に郵送。

③ ICT の活用 ・ 工作や料理のレシピ、家庭でできる遊びやクイズ等をネット上で公開。
・ Zoom 等でオンライン会議を開催し、利用者同士の交流の機会を提供。

・ 低学年だけで留守番している家庭の子は受け入れた。
④ 事情がある子ども・
　保護者に限定して
　 の受け入れ

⑤ BCP の作成 ・ 感染症流行や災害などの緊急事態における、事業継続計画
 （Business Continuity Plan）

四拍子の曲ならOKです。
クリスマスには『赤鼻のトナカイ』など！

カップスの動きは、パート①とパート②に分かれています

市販のプラスチック製コップを使ってやってみましょう。
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まずはパート①をやってみましょう!まずはパート①をやってみましょう!

つぎはパート②をやってみましょう!

最後にパート①とパート②を続けてやってみましょう!
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詳しくは1月発行のチラシ、またはHPをご覧ください。児童館フェスタ 2 0 2 2児童館フェスタ 2 0 2 2

県内児童館（センター）
活動ＰＲパネル展
（活動紹介・作品展示）

児童館ワークショップ

ポンポンキャッチャー
時間／①9:50～　  ②10:25～　③11:00～
　　　④13:50～　⑤14:25～　⑥15:00～（所要時間15分）
場所／コミュニケーション・ラボ
出展／鯖江市児童館・児童センター連絡協議会

パッチワークの小物入れ
時間／①9:50～　  ②10:30～　③11:10～
　　　④13:50～　⑤14:30～　⑥15:10～（所要時間20分）
場所／クラフトルーム
出展／大野市5児童センター

時間／①9:50～　  ②10:25～　③11:00～
　　　④13:50～　⑤14:25～　⑥15:00～（所要時間15分）
場所／コミュニティルーム
出展／福井市28児童館

とびだせ！ロケット！
時間／①9:50～　  ②10:25～　③11:00～
　　　④13:50～　⑤14:25～　⑥15:00～（所要時間15分）
場所／コミュニケーション・ラボ
出展／坂井市11児童館

くるくるシャボン玉
時間／①9:50～　  ②10:30～　③11:10～
　　　④13:50～　⑤14:30～　⑥15:10～（所要時間20分）
場所／クラフトルーム
出展／敦賀市3児童館・福井県こども家族館

時間／①9:50～　  ②10:25～　③11:00～
　　　④13:50～　⑤14:25～　⑥15:00～（所要時間15分）
場所／コミュニティルーム
出展／福井市28児童館

時間／①9:50～　  ②10:25～　③11:00～
　　　④13:50～　⑤14:25～　⑥15:00～（所要時間15分）
場所／コミュニティルーム
出展／福井市28児童館

チョークボードくるくるロケット

12日（土）～
17日（日）

3月

出展／勝山市9児童センター

おそうじ大好き
モグモグくん

12日（土）3月 13日（日）3月

3月 12日（土） 3月 13日（日）

機関車
しゅっぽーくん
出展／敦賀市3児童館・
　　　福井県こども家族館 場所／ファンタジーエッグ

※お申し込み方法は｢受付方法について｣のページをご覧ください。

4月

対　象／4歳以上（ただし未就学児は保護者同伴）
定　員／各回5家族（1テーブル4名まで。体験は1テーブルにつきお子様2名まで）

工作キット配布 場　所／ファンタジーエッグ
配布時間／9：30～（なくなり次第終了） ※お子様1人につき1つまで

先着
70セット

先着
50セット

Web
またはハガキ
受付

　子どものけがや病気の応急手当について、子どもとの関わり方のポイントも織り交
ぜながらご指導いただきました。参加者からは「子どもたち一人一人を日々観察し、普
段と違うときは記録することの大切さや施設点検が事故防止になるということを改めて再認識した。」「自分だけで抱え
ず、職員同士で情報を共有し、事故防止に努めたい。また、保護者とも常に情報交換できるような環境づくりに努めてい
きたい。」などの感想が聞かれ、大変実りある研修となりました。

● 日  時：令和３年１０月２０日（水）１０：３０～１２：００
● 会  場：敦賀市福祉総合センター「あいあいプラザ」
● 演  題：子どもの応急手当 ～起こりやすい事故の予防とその手当について～
● 講  師：元山 泰司 氏 (日本赤十字社福井県支部 救急法・幼児安全法指導員)

令和３年度  第１回スキルアップ研修会  実施報告 第17回 全国児童館・児童クラブ みやぎ大会
「つながる ～こどもがまんなか～」

子どもに起こりやすい事故
「転落・転倒による頭部などのけが」… 階段・食事用高いす・歩行器・ベビーベッド・ベランダ・滑り台など
「溺水」… 浴室・洗濯機・トイレ・台所・公園の池・噴水など
「熱傷・感電」… アイロン・ストーブ・ポット・コンセント・浴室など
「きず」… ドアに挟む・テーブルの角など
「誤飲・誤嚥・窒息」… 洗剤・おもちゃ・吐乳・布団の圧迫・電池・ボタン・菓子など
「交通事故」… 自動車・自転車・ベビーカーなど

成長・発達段階に応じて、周囲の安全点検をして、事故を予防しましょう。

大人の体には約4～5ℓ（体重のおよそ8％）の血
液があり、出血によって1ℓ以上の血液が失われ
ると生命に危険が及びます。
体が小さい子どもなどでは、それ以下でも危険です。

出血しているきず口をガーゼやハンカチなどで直
接強く押さえて、しばらく圧迫することで止血を行い
ます。この方法が最も基本的な止血法であり、多く
の出血は、この方法で止血できます。
まず直接圧迫止血法を行い、さらに医師の診療を
受けるようにします。
※止血するとき、救助者はできる限りビニール手袋
　やビニール袋を使用し、感染予防に努めます。

急いで冷たい水、水道水を注いで痛みが取れるまで冷やします。
衣類は無理に脱がさず、そのままの状態で急いで冷やします。
水ぶくれはつぶさないで、消毒した布か洗濯した布で覆い、その上
から冷やします。
※熱傷範囲が広い場合、全体を冷やし続けることは、体温をひどく下
げる危険性があるので、低体温に注意します。特に、子どもや高齢者
には注意が必要です。
※軟膏、油、消毒薬などはぬりません（ぬると感染を起こしたり、医師
　の診療の妨げになります）。
※広範囲の熱傷や顔・手など熱傷の部位によっては特殊な治療が
　必要となり、そのような場合は119番通報し、専門の医療が可能な
　医療機関へ搬送する必要があります。

やけどの程度は、その広さ、深さ、場所によって決まります。
やけどをした部分が「広い」ほど、「深い」ほど危険です。
成人は体の表面積の20～30％以上、子どもは10～15％以上にわ
たる広い範囲をやけどすると重症です。

多量の出血 ‒止血法‒ 熱傷（やけど）

直接圧迫止血法 手　当

参考 ： 日本赤十字社HP　講習の内容について　https://www.jrc.or.jp/study/safety/

　新型コロナウイルス感染拡大に伴い全国規模の様々な大会やイベントが中止される中、11月7日(日)に宮城県仙台市
をメイン会場に、「第17回全国児童館・児童クラブみやぎ大会」が開催されました。　
　今回の大会コンセプトは「東日本大震災から10年。そしてつながる未来へ」。全国の児童館・児童クラブ関係者が一堂
に集う形ではなく、新しい生活様式に則した研究大会としてオンライン（zoomを用いたオンライン形式）にて学びあう形
での開催となりました。大会には、約900名の全国の児童館・児童クラブの職員、福祉及び教育関係者、行政担当者等が
参加し、現在児童館・児童クラブが抱える悩みや課題などを共有するとともに、子どもを取巻く福祉的課題への対応やこ
れからの児童館のあり方などについて研究協議が行われました。
　Zoomの機能を使った講演型の分科会、Zoomのブレイクアウトルーム機能を使用したグループワーク中心の分科会
など、オンライン機能をフルに活用し行われました。分科会テーマは防災・減災活動、子どもの遊び、子どもの発達、家庭・
地域・学校と児童館の関わり、中高生支援、市民協働など13のテーマを設け、様々な視点で意見交換が行われました。
　閉会式では、各分科会の代表者より、分科会の内容と結果のほか、今後取り組むべき課題と今後の方向性について発
表がありました。また、全国児童厚生員研究協議会から「全国発議」が行われ、子どもの最善の利益を求め、考え、歩み続
ける３つの大事「①まずは児童館が機能することが大事」「②やっぱりつながりが大事」「③やっぱり遊びは大事」を全国
に発信しました。

　大会のさらに詳しい様子は、一般財団法人児童健全育成推進財団HP、第17回全国児童館・児童クラブみやぎ大会特
設サイトに掲載されます。ぜひご覧ください。 　一般財団法人児童健全育成推進財団HP（https://www.jidoukan.or.jp）
第17回全国児童館・児童クラブみやぎ大会特設サイト（https://jidou-miyagi.jimdosite.com）
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● 演  題：子どもの応急手当 ～起こりやすい事故の予防とその手当について～
● 講  師：元山 泰司 氏 (日本赤十字社福井県支部 救急法・幼児安全法指導員)

令和３年度  第１回スキルアップ研修会  実施報告 第17回 全国児童館・児童クラブ みやぎ大会
「つながる ～こどもがまんなか～」

子どもに起こりやすい事故
「転落・転倒による頭部などのけが」… 階段・食事用高いす・歩行器・ベビーベッド・ベランダ・滑り台など
「溺水」… 浴室・洗濯機・トイレ・台所・公園の池・噴水など
「熱傷・感電」… アイロン・ストーブ・ポット・コンセント・浴室など
「きず」… ドアに挟む・テーブルの角など
「誤飲・誤嚥・窒息」… 洗剤・おもちゃ・吐乳・布団の圧迫・電池・ボタン・菓子など
「交通事故」… 自動車・自転車・ベビーカーなど

成長・発達段階に応じて、周囲の安全点検をして、事故を予防しましょう。

大人の体には約4～5ℓ（体重のおよそ8％）の血
液があり、出血によって1ℓ以上の血液が失われ
ると生命に危険が及びます。
体が小さい子どもなどでは、それ以下でも危険です。

出血しているきず口をガーゼやハンカチなどで直
接強く押さえて、しばらく圧迫することで止血を行い
ます。この方法が最も基本的な止血法であり、多く
の出血は、この方法で止血できます。
まず直接圧迫止血法を行い、さらに医師の診療を
受けるようにします。
※止血するとき、救助者はできる限りビニール手袋
　やビニール袋を使用し、感染予防に努めます。

急いで冷たい水、水道水を注いで痛みが取れるまで冷やします。
衣類は無理に脱がさず、そのままの状態で急いで冷やします。
水ぶくれはつぶさないで、消毒した布か洗濯した布で覆い、その上
から冷やします。
※熱傷範囲が広い場合、全体を冷やし続けることは、体温をひどく下
げる危険性があるので、低体温に注意します。特に、子どもや高齢者
には注意が必要です。
※軟膏、油、消毒薬などはぬりません（ぬると感染を起こしたり、医師
　の診療の妨げになります）。
※広範囲の熱傷や顔・手など熱傷の部位によっては特殊な治療が
　必要となり、そのような場合は119番通報し、専門の医療が可能な
　医療機関へ搬送する必要があります。

やけどの程度は、その広さ、深さ、場所によって決まります。
やけどをした部分が「広い」ほど、「深い」ほど危険です。
成人は体の表面積の20～30％以上、子どもは10～15％以上にわ
たる広い範囲をやけどすると重症です。

多量の出血 ‒止血法‒ 熱傷（やけど）

直接圧迫止血法 手　当

参考 ： 日本赤十字社HP　講習の内容について　https://www.jrc.or.jp/study/safety/

　新型コロナウイルス感染拡大に伴い全国規模の様々な大会やイベントが中止される中、11月7日(日)に宮城県仙台市
をメイン会場に、「第17回全国児童館・児童クラブみやぎ大会」が開催されました。　
　今回の大会コンセプトは「東日本大震災から10年。そしてつながる未来へ」。全国の児童館・児童クラブ関係者が一堂
に集う形ではなく、新しい生活様式に則した研究大会としてオンライン（zoomを用いたオンライン形式）にて学びあう形
での開催となりました。大会には、約900名の全国の児童館・児童クラブの職員、福祉及び教育関係者、行政担当者等が
参加し、現在児童館・児童クラブが抱える悩みや課題などを共有するとともに、子どもを取巻く福祉的課題への対応やこ
れからの児童館のあり方などについて研究協議が行われました。
　Zoomの機能を使った講演型の分科会、Zoomのブレイクアウトルーム機能を使用したグループワーク中心の分科会
など、オンライン機能をフルに活用し行われました。分科会テーマは防災・減災活動、子どもの遊び、子どもの発達、家庭・
地域・学校と児童館の関わり、中高生支援、市民協働など13のテーマを設け、様々な視点で意見交換が行われました。
　閉会式では、各分科会の代表者より、分科会の内容と結果のほか、今後取り組むべき課題と今後の方向性について発
表がありました。また、全国児童厚生員研究協議会から「全国発議」が行われ、子どもの最善の利益を求め、考え、歩み続
ける３つの大事「①まずは児童館が機能することが大事」「②やっぱりつながりが大事」「③やっぱり遊びは大事」を全国
に発信しました。

　大会のさらに詳しい様子は、一般財団法人児童健全育成推進財団HP、第17回全国児童館・児童クラブみやぎ大会特
設サイトに掲載されます。ぜひご覧ください。 　一般財団法人児童健全育成推進財団HP（https://www.jidoukan.or.jp）
第17回全国児童館・児童クラブみやぎ大会特設サイト（https://jidou-miyagi.jimdosite.com）

オープニングパフォーマンス
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コミュニティーワークショップ らん欒  YouTube 限定公開
https://youtu.be/2iB6Csv3Bt0

https://www.youtube.com/
　　　　　watch?v=9URxK2cB6p4

※らん欒に関する問合せ先：
　福井市総合ボランティアセンター（ハピリン４F）

四日市市こども子育て交流プラザ
YouTube “ここプちゃんねる”
【おうちであそぼう＃５】リズムあそび・カップス♪

●ご意見・ご感想は …

福井県児童館連絡協議会

福井県児童館連絡協議会事務局（福井県児童科学館内）
〒919-0475　福井県坂井市春江町東太郎丸3-1
TEL：（0776）51-8000　 FAX：（0776）51-6666　 E-mail：kenjiren@angelland.or.jp　
URL：https://angelland.or.jp/modules/info/index.php?action=PageView&page_id=14

● 令和3年度 福井県児童館（センター）長研修会 実施報告
● 令和3年度 第１回スキルアップ研修会 実施報告
● 第17回全国児童館  児童クラブみやぎ大会
● 児童館フェスタ2022  開催案内
  ● 遊びのプログラム　● 遊び工作

CONTENTS

令和3年度 福井県児童館（センター）長研修会 実施報告
●日時：令和３年７月１日（木）１３：００～１４：４０
●会場：福井県生活学習館（ユー・アイ ふくい）
●演題：児童館（センター）長としての役割り
　　　　　　　～新型コロナ感染症対応と児童館活動～
●講師：野澤 秀之 氏（公益財団法人 児童育成協会 次長）

児童館の歴史や健全育成の本質、館長としての役割について理解
を深めました。新型コロナ感染症対応についても、全国の児童館で
の様 な々実施例が紹介され、実り多い研修となりました。

児童館の新型コロナウイルス感染症対策

児童館の機能を止めないための取組

① 来館者対応 ・ 感染防止のための取組や、新たな利用ルールを掲示して来館者に周知。
・ 連絡先・体調等の確認。手洗い、手指消毒、マスクの着用。

※新型コロナウイルス感染拡大防止対策として、
　講師と研修会場をオンラインでつなぎ実施

② 環境整備 ・ 接触感染と飛沫感染の観点から予防。
・ 諸室の最大利用人数を定める。密閉された部屋は極力使用しない。対面で座らない。
・ 消毒、換気、アクリル板や透明ビニールカーテンによる仮設パーティション設置。

③ 活動上の対策 ・ 「密集しない」「触れ合わない」「一定の距離を取る」「道具の共有をしない」
 「大きな声を出さない」「激しすぎない」を無理なく守れるように工夫。
・ 子どもとともに、既存のプログラムをコロナ対応バージョンにアレンジ。
・ 大規模なイベントや、飲食を伴う活動等は、特に慎重に判断。

① 利用者への
　 電話や手紙等
② 地域への
　 アウトリーチ等

・ 地域を巡回し、休校中の子どもたちの居場所や過ごし方を把握。
・ 工作キットを作成し、配布。

・ 閉館期間中に電話連絡して、子どもの様子や保護者の困っていることなどを聞いた。
・ 工作キットや遊びのドリルに手紙を添えて、利用児童の自宅に郵送。

③ ICT の活用 ・ 工作や料理のレシピ、家庭でできる遊びやクイズ等をネット上で公開。
・ Zoom 等でオンライン会議を開催し、利用者同士の交流の機会を提供。

・ 低学年だけで留守番している家庭の子は受け入れた。
④ 事情がある子ども・
　保護者に限定して
　 の受け入れ

⑤ BCP の作成 ・ 感染症流行や災害などの緊急事態における、事業継続計画
 （Business Continuity Plan）

四拍子の曲ならOKです。
クリスマスには『赤鼻のトナカイ』など！

カップスの動きは、パート①とパート②に分かれています

市販のプラスチック製コップを使ってやってみましょう。

手をたたく 2回

手をたたく 1回 手首をひねって
カップを横からつかむ

カップの口を
左手でたたく

カップの底で
机をたたく

カップを左手に
持ちかえる

右手で机をたたく 左手をクロスして
カップの口で
机をたたく

パン

パン

パンパン トントントン

ポン トン トン

トン

トン

右手、左手、右手の
順に机を3回たたく

手をたたく 1回 カップを
持ち上げる

カップの口で
机をたたく

まずはパート①をやってみましょう!まずはパート①をやってみましょう!

つぎはパート②をやってみましょう!

最後にパート①とパート②を続けてやってみましょう!

六角がえし ●六角がえしの台紙・・・１枚
●セロハンテープ
●いろえんぴつ

よういする材料と用具

点線でおりまげ、
おりすじをつけます

線にそって
下の図のようにおります

3パターンの絵を、いろえ
んぴつで描き、くるくる
まわしてみましょう

うしろへ

中心にあ
つめて

ひらくよ！

さいごは

セロハン
テープで

とめまし
ょう！

完成
!
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